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タンザニア難民支援事業活動報告
名古屋第二赤十字病院
○高井 久実子、白子
赤塚 あさ子、石川
国際医療救援部
順子、伊藤 明子、
,青
タンザニア共和国は2008年4月現在、周辺国から約
20万人の難民を受け入れてお り、タンザニア赤十字
社は国内3ヶ所の難民キャンプで保健医療事業を展
開している。 日本赤十字社は1998年より国際赤十字
赤新月社連盟を通 じて支援を開始 し、2004年からは
タンザニア赤 卜字社との 1国間事業により、現在ま
で支援を継続 して実施 している。タンザニア赤十字
社が実施する保健医療活動は難民キャンプ内の病院
での診療、母子保健、疾病予防、栄養管理、難民帰
還に伴 う健康診断と帰還随行等である。
報告者は2007年H月から6ヶ月間、日本赤十字社か
ら保健要員研修生として派遣され、タンザニア赤十
字社の活動支援を行った。派遣要員の主たる役割は
1.保健医療活動への助言によるタンザニア赤十字
社の事業改善への寄与、2.日本赤十字社が資金協
力する事業 (医薬品 。医療資機材の提供、医療施設
の整備、医療スタッフ研修他)の管理であつた。今
回の派遣は保健要員としての資質を身につけるため
の研修の一環であり、タンザニアの難民キャンプで
行われる保健医療の現場において、熱帯特有の疾病、
難民キャンプ内の保健医療システム、キャンプ内で
の協働する他組織 (国連各機関及び非政府組織)と
の連携を学ぶとともに、「1本赤十字社の二国間事業
の仕組みや事業及び 予算管理、派遣要員として必要
な事項、異文化における協力活動の困難さも学んだ。
国際医療救援 。開発協力活動においては、日本国内
の病院での業務からさらに拡大した役割を求められ
るが、それらをどのように獲得、向上させていくか
が国際医療救援 。開発協力活動を行 うLでの課題 と
考えられた。
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「もっとクロス
山「県民大学」
!」 を進めるには? 和歌
を通して
日本赤十字社和歌山医療センター 国際医療
救援部
○松近 真紀
【はじめに】日本赤 卜字社和歌山医療センターでは
毎年、地域住民を対象として、健康講座「県民大学J
を一年を通 して開催 している。当センターの職員が、
それぞれの専門分野の講義を行つている。今年も4
月12日に今年度の県民大学が開校された。院長によ
る赤十字概論の後、国際救援活動について講演を行
なってお り、国際救援部員が担当している。 日頃地
域住民の方々に赤十字の救援活動について語る機会
は少なく、現在 「もつとクロス !」 計画が本社を中
心として行われているが、日々医療現場にいる我々
が地域の人々に積極的に赤十字の広報を行つている
という実感は少ない3今回の県民大学を通 し地域の
人々に私たちの行つている国際救援活動を報告する
機会がもてたので、実際に地域の人々がどのくらい、
当センターの国際救援部の活動を知っているのかを
アンケー ト調査 したので、その結果を報告 し今後国
際救援部員のなし得る 「もつとクロスJ計画に役立
てられればと思 う。【内容】県民大学は約200名の受
講があったc赤十字の救援活動についての教室には
126名の受講があつた。講義は30分間で、国際赤十
字の組織の説明と私が経験 したパキスタンでの医療
救援活動の報告を行った。受講生にアンケー ト用紙
を配 り、1)当センターの職員が赤 卜字の国際救援
活動に参加 していることを知っているか、2)十分
に活動報告 しているか、など4項日を質問 した。講
演終了後、101名の回答を得た。【結果】54%の人が
活動報告が不十分と答えた。今後赤十字の救援活動
に関する講演を聴きたいと答える人も78%であった。
【まとめ】私たち派遣要員が、「もつとクロス」計画
の実行を実感 していないのと比例 して、地域の人々
は活動報告が不 卜分と感 じている。赤 |´字のサポー
ターである地域の人々にその義務を果たす責任が問
われている。
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